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＜連絡事項＞

・緊急時の対応に関する同意書の確認が取れたかのリストを作成しました。まだ確認をとれていない方は随時確認していきましょう。確認が取れましたら、カウンターのファイルに作成したリストを入れていますので、チェックをお願いします。

＜患者様連絡事項＞

・出川　攻様～本日10：30に療養環境変更目的にて西Ｂユニットより転入しています。転入後は特に緊張している様子はなく、オリエンテーションでも説明に了解されています。

・布施　邦雄様～3/17(木)10：00～3/18(金)17：00で外泊予定となっています。

・井上　和美様～本日で松尾歯科受診が終了となりました。

・木村　義重様～3/10(木)に本人を含めてご家族と面談を行います。退院先について、ご家族は施設、本人は自宅と希望にズレがあるため、その際にご家族から本人へ退院先について伝えていただく事とします。

・宮本　健蔵様～昨日、妹様へ３月中にご家族と面談を行いたい事を伝えており、日程が決まったら当院へ連絡していただくことになっています。もし連絡が来ない時は、再度スタッフから連絡していきましょう。

・伊藤　義彦様～3/18(金)15：00～　本人、主治医、ご家族、病棟スタッフ、ＰＳＷで面談を行います。

・宮澤　涼太様～明日、カンファレンスで症例検討会を行います。

・日向端　庸男様～オイラックスクリーム2本処方されています。

＜週間予定＞

3/7(月)　出川　攻様　10：30転入

　　　　　　井上　和美様　松尾歯科受診　10：30～

　　　　　　定期採血・検尿

　3/8(火)　定期採血・検尿

　3/9(水)　寝具交換　布団カバー

　3/10(木)　木村　義重様　家族面談　15：00～

　3/11(金)　和田　シュン様　「来夢の里」見学　10：15～12：00

＜注目患者様＞

・宮澤　涼太様～昨日、母様の面会あり、小遣いは6000円となり、単独外出承諾書にサインして頂いています。小遣いは洗濯代とは別に1100円/週としています。昨日、スタッフ付き添いで買い物に行っていますが、嗜好品を買うか雑誌を買うか２０分も迷っており、雑誌を買っています。帰院後も単独外出について何度も質問しています。買い物は毎週日曜日に設定しています。本日も来週日曜日の買い物についてや散歩だけでも良いのか等を質問しています。母様は現在、今の職場を辞め無職であり、ハローワークで職探し中のため、金銭的な余裕がないとのです。

　　　　　　　　母様は外泊について、妹様の卒業式や本人の布団が無い(本人が汗をかいたり、痒いと言って捨ててしまっている)ことを理由に難色を示しています。

＜伊藤Ｄｒ診察状況＞

・十日市　利喜様～主治医よりグループホーム入所を勧められていますが「まだいい」と拒否しています。

耳鳴りは続いているとのことですが、耳垢を除去して改善があるとのことで、他科薬は飲み切り終了となりました。臨時薬のタスモリンは継続で7日分処方となっています。

・井上　和美様～歯科受診は本日で終了となりましたが、まだ痛むと話しこだわっている様子があります。

　　　　　　　　3/2(水)にグループホームを見学していますが、足場や三叉神経を理由に一生病院にいると頑なに拒否しています。

　　　　　　　　「喉が固まるのにリスペリドンが関係している」と減薬希望し、リスペリドンが2ｍｇ　3×朝・夕・ｖｄｓから2ｍｇ　2×朝・ｖｄｓへと減薬、他同内容で7日分で処方となります。

・金沢　洋子様～好きな食事は何かとの質問に対し「猫です」と返答するなど、話しが噛み合っていませんでした。そそくさと退室しています。

・大上　なみ様～明日採血であり、「採血(の結果)が良ければ退院？頭も体も前より良くなっているし」と病識不十分なことを話しています。また、オヤツを買わずに減量に努めていましたが、我慢できずに他患者様へねだることがありました。50ｋｇを目標に減量し、オヤツは全面禁止ではないが少しずつ摂取するよう指導されており、表面的には了承しています。

・中野渡　鉄男様～3/2(水)にグループホームを見学していますが、金銭面を理由に拒否しています。しかし、入所拒否の理由に特定患者様へ好意を持っていることも関係していると考えられます。

診察→施設について「思っていたところと違った。洗濯とか何もしなくても良いところがいい。グループホームは病院と同じだ」と話しています。退院については昔(～Ｈ10)のところに戻る、友人もいると現実検討出来ずにいます。別のもっと楽な施設があれば見学してみないかと勧められると拒否はありません。

・高橋　康満様～唐突に「北病棟はいつ無くなるんですか？」と主治医に聞き、「そしたら南に移してください。ダメなら西でも東でも」と一生病院にいたいと訴えて続けています。都合が悪くなると黙りこんでいます。施設についても見学を勧められても「ずっと病院にいます」と言い続けています。

・村舘　ミネ様～精神面での変化は特に見られません。

　　　　　　　　1～2日前から右足関節が痛むと訴えており、変色はありませんが腫脹と軽い熱感があるため、ナパゲルン軟膏1本処方されています。

・元沢　政治様～日本の首相や政党については「知らね」と返答して笑っており、教えると即時再生は出来ています。次回また聞くことを予告されています。

＜転入患者様情報＞

患者様氏名：出河　攻様（68）男性

　主病名：統合失調症

　合併症：頚部不随意運動

　入院形態：医療保護入院

担当主治医：安ヶ平Dr

入院年月日：H10.3.4（当院１回目）

 ＜経過＞

   20歳から漁船員に従事。S49.4大西洋上の漁船内で殺人事件を起こし、懲役5年の刑を受ける。出所後職を転々する。S62祖父が死去。その後祖父の遺産相続をめぐり兄弟・親戚間でトラブルとなり、H3年、本人に相談なく母や弟妹が勝手に遺産を分けた事が原因で、苛々感・不信感が増大。同年秋頃から、「うそつき」等の幻聴・被害妄想が出現。Ｈ10年には「みんなで殺せ」など幻聴・関係妄想が著明となり、 Ｈ10.2.10刃物で向いの家の息子に傷害を与え逮捕。  Ｈ10.3.4警察通報による措置鑑定後当院措置入院となる。

  入院後、薬物療法・精神療法等により幻覚妄想等の症状は徐々に軽減。時折自分の思い通りに行かないことがあると苛々感を表出することあるが自身の振り返りもスタッフ行い感情コントロールも徐々に出来るようになる。

  衝動行為・他害行為に至る危険性が消失したと判断されたことからH22.3.31入院形態を変更(措置→医療保護)。その後スタッフ付き添いでの買い物外出を定期的に実施。また服薬自己管理も開始し服薬の継続の必要性に対しての認識も確立。H27.12.12には医療保護入院より任意入院へ変更。

今後の方向性としては、施設入所を目指し入所可能な施設の選定を継続していく。

H28.3.7（10：40）療養環境変更目的にて西Ｂ→北病棟へ転出となる。

＜備考＞

・陰嚢水腫にて、定期的(水曜/隔週)にセフジトレン（100）3T×3 で服用しています。また、経過観察の為、定期的に赤十字病院へ通院しています。

・介護保険：要介護1（H28.10.31まで）

・今後については、現在実施している定期的な買い物外出の継続とともに、入所可能な施設の選定をおこなっていきます。

・小遣いは1ヶ月10000円、医事からとし、毎月25日に渡すこととします。今月は出金伝票提出し対応していきます。

・間食制限は明確には設定してませんが、体重増加傾向のため、摂取量に注意が必要です。

・食事形態は常食で、カレーライスとハヤシライスが禁止となっています。

・外出はスタッフ付き添いだけとなり、外出時にはご家族に行き先や外出時のルート、所要時間も報告する必要があります。また、家のある湊方面には行かないようご家族は強く希望しています。

・普段は穏やかですが、他者の独語に対し苛々し、暴力はありませんが強い口調で怒ることがあります。トラブルに注意していきましょう。

・通帳は病院で預かっており、入院費の支払いや確定申告もスタッフ付き添いにて自分で行っています。しかし、内容を理解しきれていない為、スタッフのフォローが必要です。

・入院が長く私物も多いため、スタッフと一緒に私物整理をしています。

・継続指示：スミルスティック、デルモゾールＧ軟膏

・受け持ちスタッフ：小泉ＭＮｓ、小屋敷ＣＷ

・ＧＡＦ：25

